
性の低い畑を広 く経営 したが,手作業による農作業ではその面積 にも限度があった｡

③高度成長以降の農家経営の変貌

a湖岸集落-農業 ･漁業の分離発展の傾向｡

農業を中心 とする場合は,耕地に恵まれている集落では集約的作物栽培 (梨 ･蓮根 ),耕地に

思まれていない集落では畜産 (豚 )を発展させ,湖岸集落の地域分化が顕著 となる.漁業を中

心 とする場合は,獲る漁業か ら鯉の網いけす養殖-転換 しているo

b台地集落･-近隣平地林地帯の開発が進み,交通 も改善されたので,生産性の低い畑作農業には力を

入れず雇用兼業-の道 を急速にたどったo農業は粗放経営のままで,従来の作物である甘藷 .

落花生を栽培する地域 と,省力果樹である票を導入 ･発展させた地域 とに分化 した｡

高崎市の都市化 と機能地域 の分化

木 村 多美子

(1)研究の目的

東京から100Km内陸に位置する高崎市 も,昭和40年前後か ら,急速な都市化が始まった｡住宅は,

旧市内か ら,続 々と,周辺地区-移転を始め,旧市内の小 ･中学校vEおいて,児童数が,年々減少す

る状況VEな.･JたOこのような,周辺地域-の急速な∧Ll流出と,それvCともなう都市的土地利用の拡大

は,どの ような男囚で成されるものか,そ して,都市の成長VE伴ない,中心市街地の再開発が機能地

域の分化をもた らすか,とい う=点を明 らかVEすることを,研究の目的とするo

(カ研究の方法

明治時代以後の,都市的土地利用の拡大 とその方向については, 5万分の 1の地形図を重ね合わせ

て調べ,その拡大の要因vcついては,主 として,高崎市の歴史に関する資料で検討 したC.また,昭和

30年以降の,都市化の進展の著 しい時期VEおいては,農地転用の資料をもとに,分析を行 なった.

=場,卸売商の移転後の跡地利用については,資料を もとVE,聞 きとDと現地調査を行 な ･JたO

(3)研究の結果

高崎市vEおける,都市化の特徴を,戦前と戦後VEついて分けてまとめたO戦前は,主 として,鉄道

開通による運輸流通機能の充実VEよって都市の発展が もた らされた.初めVj:生糸 ･絹織物の集散地 と

して,卸売機能が,発展 し,次VE,食品 ･製糸の=場設置によD,生産機能が加わった｡それvEとも

なう,･都市的土地利用の拡大Vj:,高崎駅 と,北高崎駅の二つの鉄道駅周辺VC成されたo戦後において

は,特に,昭和 30年代に,過密vcなった旧市内か ら,住宅,=場,商店,運輸施設の移転が始ま-J

たOその結果,都市的土地利用の拡大は,今までのようVE,北か ら東部-かけて,スプロール的VE拡

がるだけでなく,飛地状vc拡が-JたO住宅団地は,主賓道路沿いの市外縁辺郡VE造成され,またそれ

らの地区へは建築業者による住宅建設 も行われ,宅地化が促された｡=業団地は,従来のようVC,釈

周辺VC立地 し,八幡駅 と倉賀野駅に,中心=場地区を形成 した.それveよって,二つの駅周辺の都市

化が促された｡ また,問屋団地を,高崎市街地 と国道 17号線をつをぐ地点に造ったことvCよ9,市
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衝地一問屋町 一前橋 をつなぐ道路沿線の都市化が もた らされたO これ らの工場移転後において,北部

工場地区においては,住宅,事務所-の転用が なされ,市街地内においては,駐車場の確保につなが

-Jたo問屋移転後においては,金融地区が形成された｡ また,駅前の運輸 ･流通施設の移転後は,ス

ーパー,デパ ート等,大型店の進出となD,市街地内, 7つのデパ ートの配置関係か ら,大手前通 D

と･中山道の交叉する地区に,中心商店街をもたらしたo Lか し一部の金融地区,小売業地区を除い

て,商業 ･業務地区は,未分化である｡

富浦町における房州枇杷の農業地理学的研究

葦 山 淳 子
(1)目 的

富浦町は,房州における枇杷の特産地である｡論文では,富浦町で,枇杷栽培を可能にしている条

件,制限 している条件を探 D,枇杷栽培が,農家の経営の中に占めている位置 を把握 し,地域区分を

することが 目的であるO

(2)枠 組

第 1葦では自然,^文の面か ら,地域の概観を述べた｡第 2葦で,房州枇杷栽培がどのように行な

われているかを述べ4富浦町内での栽培地域の違い を論 じた.第 3葦では,第 2葦で述べたことか ら,

現状の問題点 と将来の展望を抜 き出 して,考察 した｡第 4章で,地域区分を し,要約を第 5葦 とした｡

(3)結 果

富浦町は,東京湾vE面 し,北部は丘陵地で,南西部VE平坦地がある.夏期VEは,海水浴場 としてVE

ぎわい,海岸付近の漁家,農家では民宿経営が盛んである｡農業では,温暖な気候を利用 した花井 ･

栽培,枇杷栽培が行なわれている｡

房州枇杷は,江戸時代 に始 まる出荷の歴史を持ち ,斜面の多い地形を生か して栽培 されている｡ 枇

杷のみの農家は見 られず ,民宿 ･花井 ･花木 ･水稲 ･野菜 ･酪農の うちのい くつかの組合わせで行な

われている｡ 海岸地域では ,酪農を除いた他の 5つと組み合わせれ ,内陸地域では ,民宿を除いた他

の 5つ と組み合わされている｡ それぞれの地域で ,丘陵の部分で特に枇杷栽培が盛んで ,花井 ･花木

との組み合わせ ,平地の部分で ,花井 ･水稲 ･野菜 との組み合せが特徴的である｡ また ,海岸地域は

栽培 の歴史が古いのに対 し,内陸地域では新 しく,枇杷園の拡大が進んでいる｡

枇杷栽培にはい くつか問題が あるo 枇杷栽培VE関 しては,気候条件が秀れていないので,寒害を受

けやす く,生産量が不安定であること,労力が収穫期に集中 して必要 なため,家族だけでで きる面積

が小さく, しか も雇用労力を得るのが困難 なこと,老木化が進んでいるが,忌地現象のため,新改植

が困難であD, ソテツ-の転換 も見 られ ること等であるC

枇杷vj:,農家では,複合経営の在かVC組み込まれているが,これか らは,花井 ･花木の比重が高 く

な-Jてゆくと思われ る｡栽培の歴史の古 く老木化の進んだ旧産地で,その傾向が強いが,現在,栽培

規模 も大 きく,枇杷が経営の中心VEなっている新産地で も,やがては,同 じ問題VE直面する時が来 る

のではないだろ うか0
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